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野畑健太郎先生に捧ぐ
白鷗大学法科大学院長　鈴　木　孝　之
本年（平成27年）３月に本学70歳定年をもって勇退されました野畑健
太郎先生は、和歌山県立医科大学医学部教授を経て、平成16年４月、本
学法学部と法科大学院（法務研究科）の憲法学分野担当の教授として着任
されました。爾来11年間、研究大学院（法学研究科）を含め、幅広く、
研究と教育のための活動を展開してこられました。特に、法科大学院につ
いては、平成21年４月から、院長（法務研究科長）に就任され、６年間、
陣頭に立って指揮されました。大人の風貌とエネルギッシュな活躍は、指
導を受ける学生に慕われる存在であったことはもとより、私たち同僚をも
励ますものでありました。
学生時代に野球部で鍛えられた先生の迫力に満ちた研究者の歩みは、昭
和44年３月に早稲田大学第一政治経済学部政治学科を卒業後、直ちに同
大学院政治学研究科（憲法専修）修士課程に進学し、比較憲法学の大家で
あり、政界や言論界にも大きな影響力を持つ小林昭三先生に師事され、憲
法学研究者の道へ進むことを志されたところから始まります。
大学院在学中に、昭和48年６月から昭和50年３月までシンガポール共
和国南洋大学大学院（亜洲文化研究所政府興行政学系）に留学され、その
成果を修士論文「シンガポール憲法史―シンガポール州憲法第30条２項
２号の成立とその背景―」に結実させた後、早稲田大学大学院政治学研究
科特別研究生を経て、博士後期課程で更に研鑽を積まれました。昭和61
年４月からは社団法人日本ミクロネシア協会オセアニア研究所主任研究
員、昭和63年４月からは早稲田大学社会科学研究所（アジア太平洋セン
ター）特別研究員も務められました。比較憲法学といえば、明治維新以
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来、とかく英米独仏といった先進国にばかり目が向きがちですが、野畑先
生の視点は広く東南アジア・太平洋諸国に向けられており、数多くのス
ケールの大きな業績を残されました。その学風は恩師の小林昭三先生を通
じて、その門下生にも影響を与えています。
平成６年４月には、和歌山県立医科大学医学部教授（法学・政治学・医
事法学担当）に着任されましたが、憲法的視点から見た医事法、特に生命
倫理の問題も先生の研究業績の大きな柱となっています。憲法分野から医
事法学に取り組む業績は非常に先駆的であり、学問領域を超えた先生の
着想や提言は今後もこの領域の金字塔として評価され続けることでしょ
う。
教育活動の分野でも、こうした研究業績を反映し、白鷗大学では、憲法
学の講義やゼミナールと並行して、外国法Ｄ（アジア法Ⅱ）や法と生命倫
理の科目も担当され、多くの学生の指導に当たられました。先生が醸し出
す明朗快活な雰囲気は、受講生を魅了し、全人格的な厳しい指導でありな
がら、それゆえに受講生を勇気付け、自主的に努力すべく、嚮導するもの
でした。感受性の強い年頃の学生が持ちやすい心の痛みや鬱屈した思いも
感じ取られる方で、節度と間合いを弁えながら、それとなく何気ない口調
で自然に教導される様は見事なものでした。指導振りが作為的なものでな
く、余人が持ちえない豊富な経験から自然に滲み出てくるところが、多数
の学生に慕われた淵源でありました。
学界における活動にあっても、先生のリーダーシップと責任感、それ
に、豪放磊落な酒豪とみえて、実は、細やかな心遣いと親しみやすさを感
じさせる人柄から、先導者として適任とみられることは自然の成り行きに
て、関西憲法研究会では会長、その後、日本法政学会では理事長に選出さ
れています。
先生が最も心血を注がれました白鷗大学法科大学院は、その奮闘にもか
かわらず、全国的に法科大学院制度が定着しない厳しい状況から、院長任
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期の中で学生募集停止のやむなきに至りました。このつらい決断と責任を
担われた先生の勇気に、協働する同僚であった私たちは、多大な尊敬の念
を有するとともに、感謝し、現役院生と修了生への支援を変わることなく
果たしていくことで、残されたご功績に少しでも報いていきたいという所
存でおります。
先生は、現在、白鷗大学名誉教授でありますが、その教育研究活動の実
践に区切りをつけられたということではありません。居を栃木県小山市か
ら兵庫県姫路市に移されて、近大姫路大学教育学部特任教授・副学長とし
て、憲法、法学、中国語の教鞭をとりながら、旺盛な研究活動を続けられ
ておられます。
私個人は、最終責任は自分が持つからとおっしゃってくださった先生の
存在の大きさに甘えて、学内の業務を分担させていただきました。個人的
な感謝の気持ちもあります。それは同僚諸氏も同じと存じます。本当に有
難うございました。
先生には、今後は少し肩の荷を下ろしていただいて、思うところのご活
躍を続けていただくとともに、お身体を大切にしてくださって、御奥様を
はじめ大切なご家族の方々と楽しまれる時間を増やしてくださいますよ
う、祈念しております。また、本学で教えられた学生諸君の今後の躍進も
楽しみにしてくださいますよう、心から願っております。
本『紀要』は、先生の本学法科大学院における教育・行政両面にわたる
ご尽力とご苦労に報いるために、苦楽を共にした教員たちによって編まれ
たものです。
野畑健太郎先生のご高恩に感謝し、ご健勝をお祈りしつつ、謹んで本
『紀要』を捧げます。
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